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論 文 の 内 容 の 要 旨










Part 1．事例研究（ヒトゲノム研究プロジェクトにおいて実施された Public Engagement 研究から）
　プロジェクトのための PEを目的として、様々な形式による 21 回の集会を開催し、社会の幅広い層から、
延べ約 520 名の参加者を得た。集会では、プロジェクトに関連する科学的・社会的・生命倫理的側面につい
ての幅広い情報が提供され、その後、参加者による質疑応答と議論が行われた。また、プロジェクトあるい
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審 査 の 結 果 の 要 旨
　本研究の結論として、日本の科学技術における Public Engagementの制度化のための提言が以下のように
示された。




2． 科学技術のガバナンスにおける一メカニズムとしての Public Engagementは、興味と協力する意思のある
一般市民を含む社会の幅広い層からの参加者によって行われる対話と協働のための社会的場を意味する
ものであり、社会的合意形成を目指すものではない。この場においては、社会に存在する可能な限り広
範囲の価値観や意見が取り上げられ、議論の俎上に載せられるべきである。
3． 科学と社会における協働を実現するためには、現在その主要な障害となっている相互の信頼関係構築の
問題に対して、より戦略的に取り組むべきである。現在の消極的姿勢を超えて両者が社会的対話・協働
へ踏み出すことへの、関係する諸集団からの動機を戦略的に引き出すために、強い推進力が働く必要が
ある。
4． 科学技術が関連する生命倫理的・社会的・政策的課題に対応するための理論的枠組み構築およびガバナ
ンスの体制を構築するための取り組みには、理論的手法と実証的手法の双方が、重層的・包括的に行わ
れる必要がある。こうした取り組みにおいて、多分野横断的な共同研究は不可欠な要素であり、このた
めの体制整備と、その活性化のための対策が講じられるべきである。
　この研究は科学技術への公衆関与（Public Engagement）について総合的な体系の基礎となる。今後の展開
が期待され、論文は独自性が高く充実したものであると考えられる。
　よって、著者は博士（生物科学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
